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２―年男・年女 新年の抱負を聞く
３―おもいおこせば2009
４・５―町長・町議会議員選挙
６・７―ピックアップニュース
８・９―カメラルポ
10・11 ― 保健だより
12 ―イベント情報
13 ―みんなの税 かわらばん
14・15 ―くらしの情報
16 ―立山魅力人

雄山高校生活文化科の1年生が12月 10日、町
内3カ所の事業所で社会見学・実習を行いました。
越中陶の里「陶農館」では、食物の授業で使う和
皿のほか、今年の干支である寅の箸置きを制作し
ました。生徒は、窯元の加藤聡明さん（上瀬戸）
から指導を受けながら、思い思いのデザインに作
り上げていました。今後、乾燥、色付け、焼成な
どを行い、1カ月後には生徒に届けられます。
※写真手前の湯飲みと置き物は、陶農館の陶芸教
室の生徒が制作したものです。

今
年
の
干え

と支
は

寅と

ら

で
す
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佐伯：アルペンスキー大会に向け、現在は陸上トレー
ニングに励んでいます。長時間滑っても疲れないよ
うな体力をつけて、大会では上位に入りたいです。
谷口：水泳教室に週6日通っていて、昨年はクロー
ルでタイムを5秒縮めました。もっと練習を頑張っ
て、今年は50ｍで 35秒を切りたいです。

　町勤労青少年ホームに勤めています。昨年までは、
仕事を覚えることでいっぱいいっぱいだったので、
3年目の今年は心にゆとりを持ちたいです。町勤労
青少年ホームのサークルの皆さんが交流するふれあ
いサロンでは、楽しい企画を計画しようと思います。
また、個人的には温泉巡り旅行に行きたいです。

平成10年
生まれ

㊧佐
さ え き

伯 菜
な な

奈さん

㊨谷
た に ぐ ち

口 満
ま り な

理奈さん
（立山芦峅小5年、11歳）

　昨年は仕事や商工会、消防団活動などで、常に時
間に追われていた感覚があります。今年は、今日で
きることは今日のうちに片付けるという意識を持っ
て行動し、もっと家族サービスの時間を作りたいで
す。また、町民の皆さんの声に応えるため、たてや
まドンドンまつりをさらによいものにしたいです。

　富山医療福祉専門学校で、社会に役立てるような
理学療法士を養成しています。昨年は消防団に入団
し、地域の役に立つことの大変さが分かった1年で
した。今年は、職業人、社会人、父としてしっかり
と役割を果たせるよう、度胸と志を持っていきたい
と思います。

　昨年まで約16年にわたり区長を務めました。私
たちの地区では、お年寄りを活気づけようとお楽し
み会を開いたり、耕作放棄地の解消のため、草刈り
や花の種まきなどに取り組んでいます。区長は退き
ましたが、これからも地域に誇りを持ち、自分に何
ができるかを日ごろから考えていきたいです。

　ケアハウス青葉の里で、布や綿を使ってお地蔵様
の人形を作ったり、短歌を書いたりして毎日を楽し
んでいます。また、部屋の清掃や衣類の洗濯など、
身の回りのことは自分で行うようにしています。今、
健康でいられることに感謝しています。今年は、こ
の喜びをあらためて実感できる年にしたいです。

結
ゆ う き

城 タミさん
（辻、95歳）

新春
企画

寅
年
生
ま
れ
の
年
男
・
年
女―

新
年
の
抱
負
を
聞
く

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
22
年
に
年
男
・
年
女
を
迎
え
る

寅
年
生
ま
れ
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
中
か
ら

6
人
に
新
年
の
抱
負
を
伺
い
ま
し
た
。

横
よこ や ま

山 香
か お り

保里さん
（下田、23歳）

昭和61年
生まれ

佐
さ と う

藤 泰
た い す け

助さん
（蔵本新、35歳）

昭和49年
生まれ

城
き ど

戸 智
と も ゆ き

之さん
（野沢、47歳）

昭和37年
生まれ

大
お お い

井 信
し ん い ち

一さん
（横江野開、71歳）

昭和13年
生まれ

大正3年
生まれ

お
も
い
お
こ
せ
ば
２
０
０
９

町
内
で
は
昨
年
1
年
間
、
さ
ま

ざ
ま
な
ニ
ュ
ー
ス
や
話
題
が
あ

り
ま
し
た
。
取
材
し
た
中
か
ら

い
く
つ
か
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

２
０
０
９
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

→
開
園
し
た
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

→
設
立
し
た
立
山
舟
橋
商
工
会

立山舟橋商工会が設立
　町商工会と舟橋村商工会が合併した「立山舟橋商
工会」が、4月1日に設立しました。行政区が異な
る商工会の合併は、県内で初めてです。設立記念事
業として、プレミアム商品券が販売されました。

下田バイパスが開通

　主要地方道富山立山公園線「下田バイパス」が、
11月10日に開通しました。下田バイパスの開通に
より、立山インターチェンジからの利便性向上や歩
行者の安全な通行確保などが期待されます。

→
岩
峅
保
育
園
児
に
よ
る
遊
戯

雄山中学校男子が県中学駅伝で初優勝

　県中学校駅伝競走大会が10月 3日、富山市の県
総合公園陸上競技場・クロスカントリーコース（6区
間× 3㎞、全18㎞）で行われ、雄山中学校男子が
59分 48秒のタイムで初優勝しました。

→
雄
山
中
男
子
駅
伝
部
の
皆
さ
ん

布橋灌頂会が3年ぶりに開催

　白装束で布橋を渡る伝統儀式「布橋灌頂会」が 9
月 27日、芦峅寺地内で現代を見つめる癒やしの行
事として行われました。参加した女人衆は、それぞ
れの思いを胸に布橋を渡りました。

→
布
橋
を
渡
る
71
人
の
女
人
衆

たてやまドンドンまつりが開催

　第 3回たてやまドン
ドンまつりが 8月16
日、グリーンパーク
吉峰で開かれました。
2.5号 玉、3号 玉、4
号玉、スターマイン、
メッセージ花火など約
1,000発が打ち上げら
れ、訪れた約 5,000
人からは大きな歓声が
上がりました。

↑グリーンパーク吉峰の夜空を彩った打ち上げ花火

映画「劔岳　点の記」が公開

　明治時代、前人未倒
とされていた剱岳の初
登頂を目指した測量官
を描く映画「劔岳　点
の記」が、6月に公開
されました。立山ガイ
ド協会長で、映画の山
岳ロケを支えた多賀谷
治さん（吉峰野開）を
広報たてやま6月号の
立山魅力人で紹介しま
した。

↑山岳ガイドを務める多賀谷さん

あおぞら保育園が開園
　町が総事業費約 4億円をかけて建設した「立山町
立あおぞら保育園」が横沢地内に完成し、4月に開
園を迎えました。管理・運営は、社会福祉法人「相
幸福祉会」に委託しています。

白岩砂防えん堤が国の重要文化財に

　立山カルデラに築か
れている白岩砂防えん
堤が、国の重要文化財
に指定されました。重
要文化財に指定された
のは、本えん堤と副え
ん堤、川底の浸食を防
ぐ「床固」、鉄筋コンク
リートを格子状に組み
立て、中に石を詰めた
「方格枠」の 4施設で
す。

↑国の重要文化財に指定された白岩砂防えん堤
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今
回
の
選
挙
に
投
票
で
き
る
方
は

　

平
成
2
年
1
月
25
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
平
成
21
年
10
月
18
日
以
前
か
ら
立

山
町
に
住
民
登
録
さ
れ
、
投
票
日
ま
で
引

き
続
き
住
ん
で
い
る
方
で
す
。

入
場
券
の
ハ
ガ
キ
を
お
忘
れ
な
く

　

有
権
者
一
人
ひ
と
り
の
投
票
所
入
場

券
（
緑
色
）
を
、
世
帯
ご
と
に
郵
送
し
ま

す
。
投
票
日
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。
投
票
日
お
よ
び
期
日
前
投
票
の
際

に
、
自
分
の
投
票
所
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

期
限
は
、
投
票
日
の
4
日
前
（
1
月
20
日

㈬
）
で
す
。

　

郵
便
投
票
が
で
き
る
方
の
障
害
の
種
類

や
程
度
に
つ
い
て
は
、
町
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
院
中
の
方
は
施
設
長
に
申
し
出
を

　

病
院
や
老
人
保
健
施
設
な
ど
に
入
院
・

入
所
し
て
い
る
方
は
、
そ
の
施
設
で
不
在

者
投
票
が
で
き
る
か
を
確
認
し
、
早
め
に

施
設
長
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
力
で
き
れ
い
な
選
挙
に

　

町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
私
た
ち

に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
身
近
な
選
挙
で
、

私
た
ち
の
意
見
や
要
望
を
町
政
に
反
映
さ

せ
る
よ
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
投
票
で

町
政
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

持
参
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
が
届
い
て
も
、
投
票
日
前
に
転

出
さ
れ
た
場
合
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
・
開
票
時
間
は

　

投
票･
開
票
開
始
時
間
な
ど
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

■
投
票
日　

1
月
24
日
㈰

■
投
票
時
間　

午
前
7
時
〜
午
後
8
時

■
開
票
開
始
時
間　

午
後
9
時
15
分
〜

■
開
票
会
場　

役
場
3
階
大
会
議
室

※
各
投
票
所
に
は
、
お
年
寄
り
や
体
の
不

自
由
な
方
の
た
め
に
、
車
椅
子
や
座
っ
た

　

ま
た
、
郷
土
の
発
展
、
よ
り
豊
か
な
暮

ら
し
の
た
め
に
、
有
権
者
と
候
補
者
は
次

の
意
識
を
持
っ
て
、
き
れ
い
な
選
挙
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

❶
三
な
い
運
動
（
政
治
家
に
寄
附
を
「
贈

ら
な
い
」「
求
め
な
い
」「
受
け
取
ら
な
い
」）

を
守
る
。

❷
棄
権
し
な
い
で
投
票
す
る
。

❸
義
理
人
情
に
流
さ
れ
な
い
で
、
自
分
の

意
志
に
よ
っ
て
投
票
す
る
。

❹
公
正
な
選
挙
運
動
を
す
る
。

【
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
】

立
候
補
受
付
日
は　

月　

日
㈫

　　

選
挙
告
示
日
は
、
1
月
19
日
㈫
で
す
。

立
候
補
者
の
届
出
は
、
同
日
午
前
8
時
30

分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

選
挙
運
動
期
間
は
、
立
候
補
届
出
終
了

後
か
ら
投
票
日
前
日
の
1
月
23
日
㈯
ま
で

ま
ま
投
票
で
き
る
記
載
台
な
ど
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

※
開
票
会
場
で
は
、
開
票
作
業
の
様
子
を

参
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
入
場
者
数

制
限
あ
り
）。
ま
た
、
開
票
速
報
は
、
役

場
開
票
所
と
Ｎ
ｅ
ｔ
3
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
8
チ
ャ
ン
ネ
ル
）で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

郵
便
投
票
は　

月　

日
㈬
ま
で

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方

で
、
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方

は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求

で
す
。

選
挙
公
報
を
よ
く
読
も
う

　　

候
補
者
の
人
物
、
政
見
を
掲
載
し
た
選

挙
公
報
を
1
月
20
日
㈬
に
各
区
長
さ
ん
宅

へ
配
布
し
ま
す
。
１
月
22
日
㈮
ま
で
に
届

か
な
い
場
合
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
を
確
認
で
き
ま
す

　

選
挙
人
名
簿
に
は
、
1
月
18
日
㈪
を
基

準
日
と
し
た
選
挙
有
権
者
が
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
次
の
日
時
に
選
挙
人
名
簿
を
縦

覧
で
き
ま
す
。

■
日
時　

1
月
19
日
㈫

　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

■
場
所　

役
場
3
階
第
1
会
議
室

　
　
　
　
（
町
選
挙
管
理
委
員
会
）

1

20

1
月
24
日
、

私
た
ち
は

生
ま
れ
て
初
め
て
の

選
挙
に
行
き
ま
す
。

社
会
の
一
員
、

立
山
町
民
と
し
て

し
っ
か
り
考
え
て

投
票
し
ま
す
。

立
山
町
長
・
立
山
町
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
は
1
月
24
日
日
で
す

1

19

期日前投票は1月 20日㈰から

　投票日当日に、仕事や旅行、レジャ

ーなどで投票できない方は、投票日前

日までに期日前投票をすることができ

ます。土日が忙しくても仕事帰りに投

票できます。投票所入場券を持参して

会場へお越しください。

■期間　1月 20日㈬～ 23日㈯

■時間　午前8時 30分～午後8時

■会場　役場3階 期日前投票所

　　　　（町選挙管理委員会事務局）

平成22年町成人式実行委員

土
ど い

肥 司
つかさ

さん（坂井沢）

富山大学で経済を学んでいる。
平成元年11月生まれの20歳。

平成22年町成人式実行委員

谷
たに ぐ ち

口 紗
さ き

季さん（上鉾木）

コーヒーを淹
い

れるバリスタと呼
ばれる仕事をしている。平成元
年12月生まれの20歳。

■選挙に関する問い合わせ先
町選挙管理委員会事務局（役場3階 第1会議室）
☎462－9986

あなたの一票が、立山町をつくります
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ピックアップ
ニュース

Pick Up News

―

町
上
東
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
・
地
産
地
消
加
工
施
設
が
完
成

試
作
し
た
加
工
品
を
試
食

り
市
、
青
空
市
、
ハ
ー
ベ
ン
ダ
ー
の
会
、
大

森
地
区
の
女
性
グ
ル
ー
プ「
米
っ
粉
倶
楽
部
」

で
つ
く
る
運
営
協
議
会
が
10
月
に
発
足
し
、

地
産
地
消
加
工
施
設
で
加
工
品
の
試
作
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

試
食
会
で
は
、
米
粉
パ
ン
、
み
ょ
う
が
寿

司
、
カ
ブ
と
大
根
の
漬
物
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
、

ゆ
ず
・
し
ょ
う
が
み
そ
な
ど
を
関
係
者
に
試

食
し
て
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
を
交
わ
し
ま

し
た
。
地
産
地
消
加
工
施
設
の
4
月
か
ら
の

本
格
稼
動
を
目
指
し
、
運
営
協
議
会
で
は
今

後
も
試
作
を
続
け
ま
す
。

■
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
が
移
転

　

1
月
か
ら
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
が
、
町

上
東
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
ま

す
。
連
絡
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎
４
６
３
・
０
３
２
１

　

旧
上
東
中
学
校
舎
を
改
修
し
、
整
備
を
進

め
て
き
た
町
上
東
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の

地
産
地
消
加
工
施
設
が
完
成
し
、
加
工
品
の

試
食
会
が
12
月
8
日
、
同
施
設
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

町
上
東
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、「
地

産
地
消
加
工
施
設
」「
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
」「
上
東
交

流
サ
ロ
ン
」
の

機
能
を
持
つ

複
合
施
設
と

し
て
、
1
月
に

オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。

　

町
内
で
直
売

所
を
営
む
Ｊ
Ａ

か
あ
さ
ん
の

店
、
立
山
朝
ど

運営協議会員による試作品

越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

村
石
さ
ん
の
絵
画
作
品
が
入
選

　
「
美
の
祭
典　

越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

タ
２
０
０
９
」
の
審
査
が
11
月
25
日
に

行
わ
れ
、
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
児
の
村
石

葉
奈
ち
ゃ
ん
（
利
田
、
3
歳
）
の
絵
画

作
品
「
は
な
」
が
入
選
し
ま
し
た
。

　

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
は
、
県
民
に
愛
さ

れ
親
し
ま
れ
る
美
術
の
祭
典
を
目
指
そ

う
と
、
県
な
ど
が

開
い
て
い
て
、
今

年
は
７
０
１
点
が

出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

葉
奈
ち
ゃ
ん
は
昨
夏
か
ら
週
1
回
、

自
宅
近
く
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ
れ
て

い
る
絵
画
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。
出

品
し
た
作
品
は
、
葉
奈
ち
ゃ
ん
が
教

室
で
1
カ
月
間
、
ク
レ
ヨ
ン
や
水
彩
を

使
っ
て
段
ボ
ー
ル
に
思
う
ま
ま
に
描
い

た
も
の
で
す
。

　

教
室
の
指
導
者
で
町
芸
術
文
化
協
会

理
事
の
吉
田
満
さ
ん
（
寺
田
）
は
「
葉

奈
ち
ゃ
ん
の
純
粋
な
気
持
ち
が
作
品
に

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
色
使
い
も
工
夫

さ
れ
て
い
て
、素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
」

と
評
価
し
て
い
ま
し
た
。

入選した作品をバックに
絵を描く葉奈ちゃん

消
防
署
通
信

11
人
が
県
知
事
現
場
表
彰
を
受
賞

　

多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
「
県
知
事
現

場
表
彰
」
が
10
月
25
日
に
行
わ
れ
、
町

内
か
ら
次
の
11
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
辻
慶
二
（
下
段
）、伍
嶋
浩
和
（
利

田
）、藤
畑
一
義
（
上
段
）、奥
村
誠
（
大

森
）、
大
畑
宏
（
五
百
石
）、
中
田
晃
三

（
新
川
）、
白
井
久
晴
、
中
山
宏
明
（
東

谷
）、阿
閉
渉
（
高
野
）、安
川
尚
洋
（
立

山
）、
浅
倉
秀
樹
（
釜
ヶ
渕
）

■
石
油
類
の
漏
え
い
事
故
に
注
意
を

　

暖
房
用
燃
料
を
大
量
に
使
用
す
る
冬

季
は
、
石
油
類
（
灯
油
な
ど
）
の
漏
え

い
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
給
油
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い
▼
運

搬
容
器
の
ふ
た
が
確
実
に
閉
ま
っ
て
い

る
か
確
認
す
る
▼
油
タ
ン
ク
や
配
管
、

ポ
リ
容
器
な
ど
に
腐
食
や
劣
化
が
な
い

か
確
認
す
る
▼
定
期
的
に
油
タ
ン
ク
の

残
量
を
確
認
す
る
▼
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
を

き
ち
ん
と
固
定
し
、
転
倒
し
な
い
よ
う

に
す
る
▼
除
雪
な
ど
で
油
タ
ン
ク
が
破

損
し
て
い
な
い
か
確
認
す
る

※
誤
っ
て
大
量
の
油
が
漏
え
い
し
、
道

路
や
河
川
な
ど
に
油
が
流
れ
て
い
る
の

を
発
見
し
た
と
き
は
、
町
消
防
署
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
町
消
防
署
安
全
係

☎
４
６
３
・
０
０
０
５

1
小
中
学
校
に
電
子
黒
板
を
導
入

　

雄
山
中
学
校
が
電
子
黒
板
の
調
査

研
究
校
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
全
教
室
に
電
子
黒
板
を
配
置
し

ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
校
に
も
1
〜

3
台
配
置
し
ま
し
た
。
今
後
、
電
子

黒
板
を
活
用
し
「
魅
力
的
で
分
か
り

や
す
い
授
業
」
の
実
践
に
取
り
組
み

ま
す
。

総
事
業
費
／
約
１
，
６
０
０
万
円

2
教
育
・
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
整
備

　

情
報
化
社
会
に
適
応
で
き
る
児
童

生
徒
の
育
成
の
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
を

一
人
に
1
台
使
え
る
よ
う
追
加
整
備

し
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
情
報
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
向
上
と
校
務
の
効
率
化

を
図
る
た
め
、
教
職
員
一
人
に
1
台

の
パ
ソ
コ
ン
を
配
置
し
ま
し
た
。

総
事
業
費
／
約
１
，
８
０
０
万
円

3
雄
山
中
学
校
の
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備

　

情
報
の
共
有
化
を
図
る
た
め
、
雄

山
中
学
校
の
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線
工
事

を
行
い
、
教
室
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
で
き
る
環
境
に
し
ま
し
た
。

総
事
業
費
／
約
４
０
０
万
円

4
雄
山
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化

　

風
の
強
い
日
に
は
多
量
の
砂
ぼ
こ

り
が
飛
散
し
、
周
辺
住
宅
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
た
雄
山
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
周
囲
約

６
，０
０
０
㎡
を
芝
生
化
し
ま
し
た
。

総
事
業
費
／
約
１
，
１
０
０
万
円

5
利
田
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
生
活
の
場

を
整
え
、
働
く
保
護
者
に
安
心
し
て

勤
め
て
も
ら
お
う
と
、
利
田
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
を
利
田
地
内
に
整
備
し

ま
し
た
。施
設
は
鉄
骨
造
平
屋
建
て
、

延
べ
面
積
約
１
６
０
㎡
で
、
ク
ラ
ブ

室
や
児
童
休
憩
室
な
ど
を
設
け
ま
し

た
。
毎
日
2
人
の
指
導
員
が
、
保
護

者
が
迎
え
に
く
る
午
後
6
時
ま
で
子

ど
も
た
ち
を
預
か
り
ま
す
。

総
事
業
費
／
約
２
，
７
０
０
万
円

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
充
実
を

小中学校に配置した㊤電子黒板と
㊥教育・校務用パソコン
㊦利田公民館南側に整備した利田
放課後児童クラブ

　

町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
町

の
豊
か
な
食
を

次
代
へ
受
け
継

ぐ
た
め
、
町
食

育
推
進
計
画
の

策
定
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

第
1
回
町
食

育
推
進
計
画
策

定
委
員
会
が
11

月
20
日
に
役
場

―

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
を
図
り
ま
す

町
食
育
推
進
計
画
の
策
定
ス
タ
ー
ト

で
開
か
れ
、
教
育
、
農
業
、
保
健
な
ど
各
分

野
の
代
表
計
12
名
が
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。

　

委
員
会
で
は
、
委
員
長
に
立
山
区
域
学
校

給
食
研
究
会
長
の
嶋
田
満
里
子
さ
ん
が
選
出

さ
れ
、
町
か
ら
計
画
に
つ
い
て
の
諮
問
を
受

け
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
今
後
も
審
議
を

重
ね
、
来
年
度
の
施
行
を
目
指
し
ま
す
。

　

嶋
田
さ
ん
は
「
積
極
的
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、素
晴
ら
し
い
計
画
に
し
て
い
き
ま
す
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

11月 20日に開かれた
町食育推進計画策定委員会

目
的
に
応
じ
て
利
用
し
や
す
い
構
成
に

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
一
新

　

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
、
12
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

見
ど
こ
ろ
は
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
三
つ
の
入

口
（
❶
町
民
の
皆
様
へ
❷
事

業
者
の
皆
様
へ
❸
観
光
・
定

住
情
報
）
を
設
け
、
目
的
に

応
じ
て
知
り
た
い
情
報
に
い
ち
早
く
た
ど
り

着
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
、
町
の
四
季
を
彩
る

風
景
写
真
が
次
々
と
展
開
さ
れ
、

魅
力
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
携
帯
電
話
か
ら

の
閲
覧
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
携
帯
電
話
か
ら
の
メ

ル
マ
ガ
登
録
機
能
、
消
費
支
援
情

報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
コ
ン
テ
ン
ツ

の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tow

n.tateyam
a.

toyam
a.jp/

問
役
場
企
画
政
策
課
情
報
管
理
係

☎
４
６
２
・
９
９
６
９

⬇一新した町公式ホームページ（トップページ）。
いち早く知りたい情報にたどり着けます

全
国
高
校
生
食
育
王
選
手
権
大
会

上
野
さ
ん
が
優
秀
賞
に
貢
献

 　

第
3
回
全
国
高
校
生
食
育
王
選
手
権
大

会
（
主
催
／
福
井
県
）
が
11
月
15
日
、
福
井

県
で
開
か
れ
、
町
在
住
で
富
山
国
際
大
学
付

属
高
校
2
年
の
上
野
瑞
貴
さ
ん
が
チ
ー
ム
の

優
秀
賞
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

上
野
さ
ん
は
、
家
庭
部
の
2
年
生
2
人
と

チ
ー
ム
を

結
成
。
9

月
か
ら
1

カ
月
間
に

わ
た
っ
て

行
わ
れ
た

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
予
選
に
出
場
し
、
北
信
越

代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
「
魚
の
さ
ば
き
方

実
技
」「
食
育
4
択
ク
イ
ズ
」「
あ
っ
た
か
家

族
鍋
作
り
」
な
ど
で
競
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
鍋
に
は
、
鯛
の
か
ま
ぼ
こ
や
ネ
ギ
、
ユ

ズ
な
ど
富
山
県
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
ほ
か
、
ニ
ン
ジ
ン
や
ダ
イ
コ
ン
の
皮
な
ど

を
混
ぜ
た
ワ
ン
タ
ン
、
ア
ジ
の
つ
み
れ
を
入

れ
て
、
審
査
員
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

上
野
さ
ん
は
「
残
飯
を
な
く
す
、
生
ゴ
ミ

を
出
さ
な
い
こ
と
が
私
た
ち
の
テ
ー
マ
で
、

実
行
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
今
大
会
の
よ

う
に
ま
ず
は
身
近
な
こ
と
か
ら
取
り
組
ん

で
、
食
育
や
地
産
地
消
に
関
心
を
持
っ
て
い

き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

優秀賞に貢献した上野さん
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　立山花とみどりの少年団員（立山、釜ヶ渕、立山芦
峅、新瀬戸小学校5～6年児童）と、栃津川桜づつみ
公園整備実行委員会員ら約100人が11月25日、寺田・
若宮地内の栃津川堤防で桜の苗木を植樹しました。
　新川東部地区の住民でつくる同実行委員会が、約
10年間かけて辻～泉地内の栃津川両岸に植樹した約
500本の桜並木に、病害虫で枯れた木があることから
今回補植しました。児童は、同実行委員会員と日本花
の会員からの指導を受けながら、たい肥を混ぜた土を
スコップでかぶせ、苗木を支柱に固定しました。
　参加した佐藤百恵さん（立山小 6年）は「しっかり
と植えることができました。満開の桜を早く見たいで
す」とニッコリ。同実行委員長の信清俊行さん（若宮）
は「今年度、栃津川を愛する会が県うるおい環境とや
ま賞を受賞しました。桜並木がある栃津川への愛着心
を地域で深めていきたいです」と話してくれました。

　立山中央小学校と雄山中学校の児童・生徒18人が
12月 5日、町内 3カ所のショッピングセンターで赤
い羽根共同募金活動を行いました。
　赤い羽根共同募金は、誰もが住み慣れた地域で安心
して暮らせる社会づくりを支援しようと、社会福祉法
人中央共同募金会が昭和 22年から行っているもので
す。寄せられた募金は、福祉施設や社会福祉協議会、
ボランティア団体などに配分され、地域の福祉活動の
財源として活用されています。 
　ナビオ立山ショッピングセンター前では、7人が町
ボランティア連絡協議会員と一緒に、風船と赤い羽根、
チラシを買い物客に配って募金を呼び掛けました。雄
山中学校のボランティア委員の中田彩香さん、松原紗
瑛さん（3年）、松岡昇さん（2年）は「多くの方に募金
していただきました。集まったお金は大切に使ってほ
しいです」と笑顔を見せていました。

寄せ植え後、松や梅の木などの手入れ方法について説明がありました

お正月に花を添える
松竹梅の寄せ植えに挑戦

洗練されたサウンドを楽しむ
ジャズピアニスト、三上クニさんのライブ

8

地域の福祉、みんなで参加
小・中学生が赤い羽根共同募金活動

9

　アメリカのニューヨークを拠点に活動するジャズピ
アニスト、三上クニさんによるトリオライブが11月
28日、グリンパルよしみねで開かれました。
　トリオライブは、自宅の農作業所に音楽工房を構え
る福井哲三さん（利田）が開いたもので、三上さんの
ライブは県内初となります。
　ライブでは、ジャズの名曲「モーニン」「枯葉」をは
じめ、ピアニストを務めたデューク・エリントン楽団
のメドレーや「ちいさい秋見つけた」など全10曲を披
露。ピアノの旋律に、ベースやドラム
の振動が加わったハーモニーを、訪れ
た約100人はリラックスした表情で
聴いていました。
　友人と訪れた稲田恭子さん（富山市）
は「それぞれの楽器が音を自由に楽し
んでいるように感じました。身近で
ジャズを聴くことができて
本当によかったです」と感
想を話してくれました。

　町民カレッジ「趣味の園芸」が12月12日、町勤労
青少年ホームで開かれ、受講した12人は松竹梅の寄
せ植えに挑戦しました。
　松竹梅の寄せ植えは、正月の縁起物として親しまれ
ており、玄関や床の間などの装飾に用いられています。
　寄せ植えは、受講者が持参した鉢に土を盛った後、
主木の梅と松の木を中心に据えて、ササやナンテン、
岩などを配置しコケをはります。最後に白砂を鉢の面
積の 3分の1程度に敷いて完成です。受講者は、講
師の岡本益男さん（金剛寺）から指導を受けながら、
全体のバランスが崩れないよう考えて配置し、美しい
姿に仕上げていました。
　受講した土肥ふく子さん（前沢）は「松竹梅の寄せ

児童・生徒の呼び掛けに買い物客は気持ちよく募金しました

植えは、形が自然で本当にすてきです。床の間に飾っ
て、お正月に花を添えたいです」と笑顔で話してくれ
ました。

恵まれた環境に感謝を

　聖母大学教授で助産師と看護師の資格を持つ徳永瑞
子さんの「生き方を見つめ考える講演会」が12月 4日、
雄山中学校で開かれました。
　徳永さんはNGO「アフリカ友の会」代表として、約
35年前から中央アフリカ共和国で、エイズ患者の治
療や予防活動、エイズで親を亡くした孤児や栄養失調
の子どもたちのケアなどを行っています。
　講演では「アフリカでは、皆さんが当たり前と思う
ことが当たり前ではありません。食べることすら大変
です」と話し、「皆さんは恵まれた環境にいることに気
付いてほしいです。『毎日食べられる』『学校に行くこ
とができる』『医療を受けることができる』ことなどに
感謝してください」と生徒に呼び掛けました。

生き方を見つめ考える講演会

　講演を聞いた山形日向子さん（3年）は「貧困のアフ
リカの実状を目の当たりにしました。今の自分に決し
て甘えることなく生きていきたいです」と話しました。

桜いっぱいの栃津川に
小学生児童が桜の苗木を植樹

12栃津川桜づつみ公園
整備実行委員会員と日本花
の会員のサポートを受けな
がら、真剣に取り組んでい
ました3植樹した苗木と
一緒に記念撮影をしました

徳永さんは自らの体験談を生徒に熱く語りました

1

3

1

3

1昭和49年にニューヨークで、本格的にジャズ
活動を始めた三上さん2観客が曲に合わせて手
拍子をとります3三上クニトリオ。左から三上さ
ん、ベースの池田聡さん、ドラムの伊藤宏樹さん

2

2

カメラルポ
まちの身近な話題をレポート



■1月1日から 2月10日までに町が行う健康診査などで、個人通知書にかわるものです。
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項目区分 実施月日 受付時間 対象者 備考

1歳6か月児健診 １月１４日（木） 13：00 ～13：30 平成２０年７月生まれ 内科・歯科健診、フッ素塗布（希望者）、栄養指導、
保健指導、子育て相談(臨床心理士）

むし歯予防教室 １月２０日（水） 13：00 ～13：30 平成２０年１月生まれ
①むし歯予防の日常生活
②正しい歯のみがき方
③フッ素塗布（歯ブラシをお持ちください）

3歳児健診 １月２１日（木） 13：00 ～13：30 平成１８年９月生まれ 内科・歯科・耳鼻咽喉科健診、尿検査、栄養指導、保健指
導、必要に応じて視力検査、子育て相談（臨床心理士）

４か月児健診 １月２６日（火） 13：00 ～13：30 平成２１年９月生まれ 内科健診、離乳食指導、保健指導

ベビママ相談 ２月 ３日（水） 13：00 ～13：30
平成２１年７・８月生まれ
母乳相談のある方は要予約

内科健診（小児科）、栄養指導（栄養士）、子育て相
談・身体発達相談（保健師）、母乳相談（助産師）

1月の日曜救急医療当番医
3日 内科酒井医院 ☎463－1567
10日 かとうこどもクリニック ☎462－1113
17日 金木クリニック ☎463－0066
24日 藤木病院 ☎463－1301
31日 うめざわ内科クリニック ☎463－5200
②7日 植野内科医院 ☎463－5030
受付：午前 9時～午後 5時。当日の往診お
よび緊急以外の受診はご遠慮ください。

至富山

五
百
石
駅

至上市町民
会館 町役場

町保健
センター

[町保健センター案内図] 　アルプス農協たてやま支店
（旧五百石支店）駐車場は使用
禁止になっています。お子さん
の健診やがん検診などに車でお
越しの際は、役場（町民会館前）
駐車場をご利用ください。
■問い合わせ先　
町保健センター
☎463－0618

項目区分 実施月日 受付時間 ところ 備考

はつらつ
健康体操

１月 ８日（金）

9：30～10：00

町保健センター
○参加希望の方は
町保健センターまで
ご連絡ください。

○対象者：会員制
○内　容：リズム体操、生命の貯蓄体操１月２５日（月）

２月 １日（月）

リハビリ友の会
自主活動

１月 ６日（水）

13：00～13：15

○対象者：町リハビリテーション友の会会員
○内　容：会員による自主活動１月１９日（火）

２月 ２日（火）

リハビリ
テーション

（生活機能訓練）

１月１２日（火）
○対象者：64歳以下で身体に障害があり訓練が
　　　 　必要な方 
○内　容：機能訓練、運動療法

１月２７日（水）

２月 ９日（火）

※がん検診の個人通知は74歳以下の方に行っていますが、通知のない方でも受診できます。ご希望の方は、町保健センターへお申し込みください。

※検診結果の一部は、受診者だけでなく町にも返送されます。これは健康
管理業務での使用のためであり、他の目的で使用することはありません。

項目区分 実施月日 受付時間 ところ 備考

骨粗鬆症検診 １月 ８日（金） 13：00～14：30

町保健センター

○対象者：70歳以下の女性　自己負担金：500円
　　　　　節目該当者は無料　
○内　容：超音波法による骨密度測定および保健指導

大腸がん検診 １月 １２日（火） 8：30～9：30

○対象者：40歳以上　　○料金：無料
※40歳未満の方でもがん検診を希望される方は集団
検診で受診できます。
○がん検診は定員がありますから、事前にお申し込
みが必要です。町保健センターまでご連絡ください。
○検診結果は、約１カ月後に県健康増進センターから
個人通知されます。
○大腸がん検診には容器が必要です。検診日の5日
前までに町保健センターへ取りに来てください。

保健
だ よ り
問い合わせ先
町保健センター☎463－0618
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  ■がん検診のお知らせ

❶クーポンがん検診　
　町では 8月末に、次の対象年齢の方（平成 21年 6月

30日現在）に対して「検診手帳」「子宮頸がん検診」「乳

がん検診」の無料クーポン券を郵送しました。有効期限

が近づいていますので、早めにご利用ください。

※紛失された方は、町保健センターで再発行します。

3月クーポン検診（集団検診）※要予約
▶実施日／ 3月 6日㈯、14日㈰▶受付時間／午前 8時

30分～午前9時 30分▶場所／町保健センター

❷今から医療機関で受診できるがん検診　
　大腸・子宮がん検診が受診できます。今年度受けてい

ない方で希望される方は、医療機関に電話予約の上、受

診券を持参して検診を受けてください（検診実施期限は

2月 27日㈯）。

大腸がん検診（町内医療機関で実施）
▶対象者／町在住で40歳以上の方▶料金／無料

子宮がん検診（県立中央病院、富山大学附属病院を除く
県内産婦人科で実施）
▶対象者／町在住で20歳以上の方

▶料金／頸
け い ぶ

部検診 1,700円、頸
け い た い ぶ

体部検診 2,500円

※節目検診該当の方は無料です。

❸精密検査　
　4月からのがん検診（胃・大腸・子宮・乳房・肺）の結果、

さらに詳しい検査が必要な方に、精密検査の案内をして

います。まだ受診されていない方は「精密検査依頼書」「健

康保険証」を持参の上、早めに医療機関で精密検査を受

けてください。

対象年齢 生年月日
20歳 　　　昭和63年 4月 2日～平成元年4月1日生まれ
25歳 　　　昭和58年 4月 2日～昭和59年 4月1日生まれ
30歳 　　　昭和53年 4月 2日～昭和54年 4月1日生まれ
35歳 　　　昭和48年 4月 2日～昭和49年 4月1日生まれ
40歳 　　　昭和43年 4月 2日～昭和44年 4月1日生まれ

子宮頸がん検診の無料クーポン券の対象年齢

対象年齢 生年月日
40歳 　　　昭和43年 4月 2日～昭和44年 4月1日生まれ
45歳 　　　昭和38年 4月 2日～昭和39年 4月1日生まれ
50歳 　　　昭和33年 4月 2日～昭和34年 4月1日生まれ
55歳 　　　昭和28年 4月 2日～昭和29年 4月1日生まれ
60歳 　　　昭和23年 4月 2日～昭和24年 4月1日生まれ

乳がん検診の無料クーポン券の対象年齢

  ■生活習慣病予防教室のご案内

　今年度実施した特定健診の結果、血糖値・中性脂肪・

コレステロール・血圧で注意が必要な方を対象に生活習

慣病予防教室を開催します。早めにお申し込みください。

開催日と内容

時間　いずれも午後1時 30分～（2時間程度）
場所　❶❷❹／町保健センター、❸／常願寺ハイツ
対象者　今年度30～64歳になられる方
定員　20人（定員になり次第締め切り）
※❶はどなたでも参加できます。

※全4回参加できる方を優先します。

参加費　❶❷❹／無料、
　　　　❸／プール380円、ジム420円

  ■新型インフルエンザワクチン接種費用の免除について

　新型インフルエンザワクチンは、重症化や死亡の防止

に一定の効果があり、優先接種対象者や接種開始時期を

決めて実施されています。

　接種費用は1回 3,600円、2回 6,150円（1回目と異

なる医療機関で接種した場合は7,200円）です。ただし、

生活保護世帯、町民税非課税世帯の方は全額免除となり

無料で受けることができます。

　全額免除の手続きは役場税料金課で行っています。該

当される方は医療機関で予約後、税料金課で証明書の交

付を受けてから接種してください。

　証明書の交付を受けずに接種した場合は、償還払いし

ますので町保健センターへお問い合わせください。

問役場税料金課　☎462－9952

問町保健センター☎463－0618

※新型インフルエンザの感染予防のため、こまめな手洗

い、うがい、咳エチケットを心掛けてください！　 

開催日 内　容

❶2月  4日㈭

・公開講座「メタボリックシンドロームとその予防」
　（講師／たてやまクリニック院長 周 海燕さん）
・講義「食事バランスガイドなど」
　（講師／管理栄養士 温井 孝子さん）

❷2月 12日㈮ ・講義、実技「運動による効果など」

❸2月 26日㈮ ・講義、実技「施設利用（プールまたはジム）」

❹3月未定 ・血液検査 他

1011
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Information

図書館おすすめ ザ 一冊
■人物でよくわかる「坂の上の雲」　
（日本の歴史を探り直す会）
　日本が大国ロシアに勝利
したあの日露戦争の表舞台
で活躍した人やこれを陰か
ら支えた人など、48人の
人物が登場しています。こ
の人物像を現代流に置き換
えて紹介した一冊です。
■新着・新刊図書
▶排出権商人（黒木 
亮）▶日本文化の多様
性 稲作以前を再考す
る（佐々木 高明）▶い
さご波（安住 洋子）▶
お稲荷さんが通る（叶 
泉）▶ポストグローバ
ル（グローバリー・ローカル・メディア）▶老朽
マンションの奇跡（井形 慶子）▶「地球の歩き方」
の歩き方（山口 さやか、山口 誠）▶ガラスの街
（ポール・オースター）▶レモンタルト（長野 ま
ゆみ）▶本当に怖い「ケータイ依存」から我が子
を救う「親と子のルール」（藤川 大祐）
■1月の休館日
1日㈮、2日㈯、3日㈰、4日㈪、11日㈪、12日㈫、
18日㈪、25日㈪、28日㈭
問立山図書館☎463－0634

■介護保険で利用できるサービス（居宅サービス❶）
▶家事や介護の支援を受けたい場合／訪問介護
（ホームヘルプサービス）、訪問入浴介護
▶リハビリを受けたい場合／訪問リハビリテー
ション、通所リハビリテーション　
▶日帰りで施設に通い、介護サービスを受けたい
場合／通所介護（デイサービス）
▶医療的な指導や看護を受けたい場合／訪問看
護、居宅療養管理指導
▶福祉施設などに短期間入所し、介護や機能訓練
を受けたい場合／短期入所生活介護（ショートス
テイ）、短期入所療養介護（医療型ショートステイ）
▶認知症の方が少人数で共同生活しながら介護
を受けたい場合／認知症対応型共同生活介護（グ
ループホーム）
▶在宅で同一事業所の通いや訪問、宿泊を組み合
わせたサービスを受けたい場合／小規模多機能型
居宅介護
※サービスを利用する時は、介護認定を受け、担
当のケアマネジャーにご相談ください。
■ 1月の保険料（65歳以上の方）
▶特別徴収･･･ありません（次回は 2月の公的年
金支払時に天引き）
▶普通徴収･･･第 7期（2月1日納期限）
問中新川広域行政事務組合介護保険課
☎464－1316

介護保険アレコレ
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■スポーツFunたてやま 初心者・初級者スキー教室
日時　1月 30日㈯、31日㈰午前8時～午後4時
※ 2日間とも日帰りです。
場所　粟巣野スキー場（富山市）
※町民会館前に午前7時 50分集合です。
対象者　町在住またはスポーツ Fun たてやま会員の
小学生で、スキー初心者・初級者
定員　20人（定員になり次第締め切り）
参加費　会員8,000円、非会員1万円（バス・リフト代、
2日間の受講料、昼食代、保険料などを含む）
持ち物　スキー用具一式（レンタルはスキー１日1,000
円）、スキーウエア、手袋、帽子（ヘルメット）、ゴー
グル、着替え
受付期間　1月 6日㈬～ 8日㈮
問役場教育課内スポーツ Fun たてやま事務局
☎462－9983

■第4回カラフル雪像つくり＆鍋祭り
日時　1月 31日㈰午前10時～午後2時
※正午から鍋祭りが行われます。鍋は有料です。
※雪がない場合は中止となります。
場所　立山自然ふれあい館
制作課題　雪だるま、カブトムシ 他
参加費　1チーム500円
問立山自然ふれあい館☎462－8555

■季節の手作り工房（春）手作りソーセージ＆春野菜のポトフ作り
　無添加のソーセージを手作りし、ソーセージを使っ
たあったかポトフを作ります。
日時　2月 6日㈯午前9時～午前11時 30分
場所　町民会館1階 料理研修室　
講師　桜井ハム社員
定員　20人（定員になり次第締め切り）
参加費　1,500円（受講負担金、材料費、保険料を含む）
持ち物　エプロン、ハンドタオル、筆記用具
問役場教育課生涯学習係☎462－9982

■町民体育大会 冬季大会
■スキー競技
日時　2月13日㈯午前10時～（受付：午前9時～）
場所　粟巣野スキー場（富山市）
種目　▶ジャイアントスラローム／小学生、中学生、
少年、成年、壮年
■卓球競技
日時　2月14日㈰午前9時～
場所　町民体育館
種目　▶団体戦／1チーム 4人（男子1、女子1、混合
ダブルス男子1女子1）▶個人戦／小学生、中学生、一
般（40歳未満、40歳以上、ラージボール）、オープン
受付期限　全競技とも1月 26日㈫
問役場教育課文化体育係☎462－9983

■消防出初め式
日時　1月 9日㈯午前9時～
場所　町民会館前駐車場
※式準備のため、1月 8日㈮午後 6時から町民会館、
役場前駐車場が利用できませんのでご注意ください。
問町消防署☎463－0005

■平成 22年立山町成人式
日時　1月10日㈰午前10時～
場所　町民会館大ホール
対象者　平成元年 4月 2日～平成 2年 4月1日に生
まれた方
※駐車場は町民会館前です。駐車の際は係員の指示に
従ってください。また、当日は混雑が予想されますの
で、早めにお越しください。
問役場教育課生涯学習係☎462－9982

■武道稽古始め
日時　1月11日㈷午前10時～
場所　町勤労青少年ホーム 武道館（榎1番地）
問町勤労青少年ホーム（旧上東中学校）
☎463－0321

■常願寺ハイツ 冬の特別教室
1超初心者水中運動教室
日時　1月11日、18日、25日、2月1日、8日、15
日、3月1日、8日、15日（すべて月曜）
午後1時 30分～午後2時 45分
対象者　中高年プール初心者
定員　10人（先着順）
参加費　1万 2,600円（プール利用料が別途必要）
2中高年からのらくらく短期水泳教室
日時　❶1月13日、20日、27日、2月 3日、10日、
17日、3月 3日、10日、17日（すべて水曜）
❷1月14日、21日、28日、2月 4日、18日、25日、
3月 4日、11日、18日（すべて木曜）
❶❷とも午後1時 30分～午後2時 45分
対象者　中高年水泳初心者
定員　各10人（先着順）
参加費　1万 2,600円（プール利用料が別途必要）
問常願寺ハイツ☎462－1164

■認知症家族介護者の集い
　認知症の家族の介護について、日ごろの思いや悩み
を話してみませんか？
日時　1月 28日㈭午前10時～午前11時
場所　町民会館2階 第 2会議室
対象者　認知症の家族を介護している方
申込方法　❶参加者・療養者氏名❷住所❸電話番号を
電話でお知らせください。
問町地域包括支援センター☎462－9088

み
ん
な
の
税　

か
わ
ら
ば
ん

■
平
成
22
年
度
か
ら
の
個
人
住
民
税

の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
中
に
入
居
し
、
平
成
21

年
分
の
所
得
税
確
定
申
告
に
よ
り
、

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方

で
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

か
っ
た
額
が
あ
る
場
合
は
、
個
人
住

民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
個
人
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
の
適
用
に
つ
い
て
、
町
へ
の
申

告
は
不
要
で
す
。

※
所
得
税
控
除
の
た
め
の
確
定
申
告

や
年
末
調
整
の
手
続
き
は
、
今
ま
で

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定
申
告
書

に
❶
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
可

能
）
額
❷
居
住
開
始
年
月
日
が
記
載

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
住
民
税
の

控
除
額
を
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

平
成
11
〜
18
年
に
入
居
し
、
所
得

税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い

る
方
で
、
税
源
移
譲
に
よ
る
所
得
税

の
減
少
に
よ
り
所
得
税
か
ら
控
除
し

き
れ
な
か
っ
た
額
が
あ
る
方
に
つ
い

て
も
、
町
へ
の
申
告
は
不
要
と
な
り

ま
し
た
。

※
た
だ
し
、
退
職
や
山
林
所
得
、
所

得
税
の
平
均
課
税
の
適
用
を
受
け
て

い
る
方
の
う
ち
、
申
告
の
必
要
が
あ

る
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
町

へ
申
告
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

平
成
19
〜
20
年
に
入
居
し
た
方
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
所

得
税
の
控
除
期
間
を
15
年
に
選
択
で

き
る
特
例
が
設
け
ら
れ
て
い
る
た
め

で
、
住
民
税
か
ら
は
控
除
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

問
役
場
税
料
金
課
住
民
税
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
２

■
償
却
資
産
の
申
告
時
期
で
す

　

町
内
に
事
業
用
の
償
却
資
産
を
お

持
ち
の
方
に
対
し
、
申
告
書
を
送
付

し
ま
し
た
。
平
成
22
年
1
月
1
日
現

在
の
所
有
状
況
を
記
入
し
、
2
月
1

日
㈪
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
初
め
て
申
告
さ
れ
る
方
に
は

申
告
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
役
場
税
料
金
課
資
産
税
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
３

■
1
月
の
納
税

▼
町
県
民
税
（
4
期
）

▼
国
民
健
康
保
険
税
（
7
期
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
7
期
）

納
期
限　

2
月
1
日
㈪

問
役
場
税
料
金
課
収
納
管
理
係　

☎
４
６
２
・
９
９
５
１

　いきいきと活動している町内の元気な高齢者を紹介するコーナー。今回は
東谷地区社会福祉協議会の皆さんです。

おしえて！元気のひけつ7

　私たちは 2カ月に1度、健康安全チェックや料理教室、ふれあいサロン、
社会見学などの活動を行っています。交通手段のない方にも多く参加しても
らおうと、これらの活動には町社会福祉協議会のバスを出してもらっていま
す。バスの利用は参加者の楽しみの一つで、コミュニケーションの場になっ
ています。先日は町地域包括支援センターと協力し、介護予防教室として干
支のちぎり絵の講座を開きました。細かい作業は大変でしたが、すてきな正
月飾りが出来上がりました。今後ますます高齢者が増えることが予想されま
す。より楽しい生きがいづくりを目指し、元気が出て笑いのたえない活動を
続けていきます。問町地域包括支援センター☎462－9088
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くら
し
の

　
 

情
報

■町の人口

TOYAMA

TATEYAMA

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

業
務
内
容　

高
齢
者
宅
訪
問
、
介
護

予
防
プ
ラ
ン
作
成

募
集
人
員　

1
名

応
募
資
格　

介
護
支
援
専
門
員
の
資

格
を
有
し
、
3
月
1
日
か
ら
勤
務
が

可
能
な
方

勤
務
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
30
分
（
応
相
談
）

応
募
締
切　

1
月
29
日
㈮

問
役
場
健
康
福
祉
課
介
護
予
防
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
８

町
営
バ
ス
の
愛
称
募
集

　

町
は
4
月
か
ら
、
新
型
の
町
営
バ

ス
を
導
入
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん

に
親
し
ま
れ
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
バ

ス
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
期
間　

　

1
月
4
日
㈪
〜
1
月
18
日
㈪

応
募
方
法　

バ
ス
の
愛
称
、理
由（
意

味
）、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
、

電
子
メ
ー
ル
で
応
募
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募

で
き
ま
す
。

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
４
６
４
・
１
１
４
７

▼
ハ
ガ
キ
／
〒
９
３
０
・
０
２
９
２

立
山
町
前
沢
２
４
４
０　

立
山
町
役

場
住
民
環
境
課
環
境
地
域
安
全
係

▼
電
子
メ
ー
ル
／jyuum

in@
tow
n.

tateyam
a.lg.jp

問
役
場
住
民
環
境
課
環
境
地
域
安
全

係
☎
４
６
２
・
９
９
６
３

奨
学
資
金
融
資
に
か
か
る

利
子
補
給
金
、
保
証
金
補
給
金
を
交
付

　
奨
学
資
金
の
融
資
や
貸
与
を
受

け
ら
れ
た
方
に
対
し
、
利
子
補
給
金

と
保
証
金
補
給
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者　

　

町
民
で
大
学
（
大
学
院
除
く
）
に

在
学
す
る
方
ま
た
は
そ
の
家
族

対
象
融
資
額　

年
間
授
業
料
相
当
額

（
２
０
０
万
円
以
内
）

利
子
補
給
期
間　

学
校
の
正
規
の
修

学
期
間

利
子
補
給
額　

年
間
授
業
料
相
当

額
に
対
し
て
年
2
％
（
た
だ
し
、
借

入
利
率
が
年
2
％
に
満
た
な
い
場
合

は
、そ
の
借
入
利
率
で
計
算
し
た
額
）

保
証
金
補
給
額　

学
資
の
借
入
な
ど

で
必
要
に
な
っ
た
保
証
金
の
2
分
の

1
の
額
（
10
万
円
を
限
度
）

受
付
期
限　

2
月
26
日
㈮

問
役
場
教
育
課
学
校
教
育
係

☎
４
６
２
・
９
９
８
１

高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
療
養
費
制
度
に
つ
い
て

　

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
の
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
1
年
間
の
世
帯
員
の
医
療
保
険

の
一
部
負
担
金
と
介
護
保
険
の
一
部

負
担
金
を
合
算
し
、
所
得
区
分
に
応

じ
た
基
準
額
を
超
え
た
金
額
が
申
請

に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
計
算
は
保
険
種
別
ご
と
に

行
い
ま
す
。
ま
た
、
一
部
負
担
金
に

は
、
別
の
制
度
で
支
給
さ
れ
る
金
額

や
保
険
適
用
外
の
金
額
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
。

　

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
加
入
者
の
う
ち
、
支
給
対

象
と
な
る
方
に
は
、
申
請
勧
奨
通
知

を
発
送
す
る
予
定
で
す
。
通
知
が
届

き
ま
し
た
ら
、
役
場
健
康
福
祉
課
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
健
康
福
祉
課
医
療
保
険
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
６

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
な
ど
に

除
雪
費
用
を
助
成

対
象
者　

1
戸
建
て
住
宅
に
居
住

し
、
子
や
親
族
、
近
隣
者
か
ら
の
援

助
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
自
力
除
雪

が
困
難
で
、
次
の
❶
〜
❸
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
世
帯

❶
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

平成21年１2月1日現在
人口 27,852 人 （－270）
男性 13,365 人 （－135）
女性 14,487 人 （－135）
世帯数    8,955 世帯 （＋23）

（　）内は前年比

平成21年11月の人の動き
出生 21人 転入 41人
死亡 30人 転出 35人

■年金相談の日程
日時　1月5日㈫、2月 2日㈫
受付時間　
　午前10時～午後2時30分
場所　町民会館
※年金手帳・年金証書・印鑑・
預金通帳などをお持ちください。
※代理の方は、相談依頼状が
必要です。
※混雑時はお待ちいただくこと
があります。
問役場住民環境課住民係
☎462－9962

■町犯罪発生状況（1～11月）
105件【前年比 －9件】

ま
た
は
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯

❷
一
人
暮
ら
し
の
身
体
障
害
者
世
帯

❸
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
身
体
障
害

者
で
構
成
す
る
世
帯
な
ど

※
所
得
税
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世

帯
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
額　

1
回
上
限
1
万
円
（
冬
期

間
中
、
2
回
ま
で
）

問
役
場
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
４

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の

交
付
に
つ
い
て

　

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

な
く
て
も
、
65
歳
以
上
で
次
の
要
件

に
該
当
す
る
方
は
、
税
法
上
の
障
害

者
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼
身
体
障
害
者
に
準
ず
る
方
▼
知
的

障
害
者
に
準
ず
る
方（
認
知
症
の
方
）

▼
寝
た
き
り
の
方
（
状
態
が
引
き
続

き
6
カ
月
以
上
に
わ
た
る
も
の
）

手
続
方
法　

❶
申
請
書
❷
医
師
診
断

書
・
意
見
書
（
障
害
者
控
除
認
定
用
）

を
役
場
健
康
福
祉
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
審
査
後
、「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」
ま
た
は｢

非
該
当

通
知
書｣

を
送
付
し
ま
す
。

問
役
場
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
７

肝
臓
機
能
障
害
に
よ
る

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
に
つ
い
て

　

4
月
か
ら
次
の
要
件
に
該
当
す
る

方
に
、
肝
臓
機
能
障
害
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
交
付
し
ま
す
。
申
請
は
1

月
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

▼
認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓
機
能

障
害
の
あ
る
方
▼
肝
臓
移
植
を
受
け

抗
免
疫
療
法
を
実
施
し
て
い
る
方

手
続
方
法　

❶
申
請
書
❷
診
断
書（
指

定
医
が
作
成
し
た
も
の
に
限
る
）
❸

写
真
（
縦
4
㎝
×
横
3
㎝
）
を
役
場

健
康
福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
７

立
山
地
域
住
宅
相
談
所
を
開
設

　

住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
な

ど
の
無
料
相
談
日
は
、
1
月
21
日
㈭

午
後
2
時
〜
午
後
4
時
で
す
。

場
所　

役
場
3
階
第
2
会
議
室

問
役
場
建
設
課
建
築
住
宅
係

☎
４
６
２
・
９
９
７
５

ち
び
っ
こ
広
場

1
月
の
広
場　

7
日
㈭
、
14
日
㈭
、

21
日
㈭
、
28
日
㈭

場
所　

西
部
児
童
館

時
間　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

問
西
部
児
童
館

☎
４
６
３
・
０
６
２
２

　

月
の
子
育
て
支
援

■
高
原
保
育
園　

▼
5
日
㈫
／
「
触

れ
合
い
遊
び
、
手
遊
び
を
た
の
し
も

う
」
う
た
お
う
！
あ
そ
ぼ
う
！
▼
12

日
㈫
／
「
雪
遊
び
を
し
よ
う
」
雪
だ

る
ま
を
つ
く
ろ
う
よ
！
▼
19
日
㈫
／

「
み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
」
み
ん
な

で
お
し
ゃ
べ
り
Ⅵ
▼
26
日
㈫
／
「
鬼

の
お
面
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
！
」
こ

わ
い
ぞ
〜
鬼
さ
ん
！

問
高
原
保
育
園

☎
４
６
３
・
１
４
３
０

■
み
ど
り
の
森
保
育
園　

▼
7
日
㈭

／
「
一
緒
に
遊
ぼ
う
♪
」
親
子
で

ふ
れ
あ
い
遊
び
・
手
遊
び
▼
14
日
㈭

／
「
雪
遊
び
を
し
よ
う
」
雪
だ
る
ま

を
つ
く
ろ
う
▼
21
日
㈭
／
「H

appy

リ
サ
イ
ク
ル
」
牛
乳
パ
ッ
ク
で
ゴ
ル

フ
▼
28
日
㈭
／「
お
は
な
し
な
〜
に
」

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

問
み
ど
り
の
森
保
育
園

☎
４
６
２
・
２
２
４
８

■
あ
お
ぞ
ら
保
育
園　

▼
6
日
㈬
／

身
体
測
定
・
看
護
師
の
話
・
お
正
月

遊
び
を
楽
し
も
う
▼
13
日
㈬
／
マ
マ

講
座「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」

▼
22
日
㈮
／
マ
マ
講
座
「
節
約
↓
保

険
の
見
直
し
①
」
体
を
動
か
し
て
遊

ぼ
う
▼
27
日
㈬
／
も
う
す
ぐ
節
分
！

鬼
の
お
面
を
作
ろ
う
・
折
り
紙
で
遊

ぼ
う

問
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

☎
４
６
３
・
０
０
６
１

■
む
つ
み
幼
稚
園　

▼
15
日
㈮
／
一

緒
に
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う

問
む
つ
み
幼
稚
園

☎
４
６
２
・
１
５
７
０

「
２
０
１
０
年
世
界
農
林
業

セ
ン
サ
ス
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　　

平
成
22
年
2
月
1
日
現
在
で
、

「
２
０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
農
林
業
の

国
勢
調
査
と
い
わ
れ
る
大
規
模
な
も

の
で
、
5
年
ご
と
に
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
ま
す
。
今
後
の
農
林
業
の
施
策

の
基
本
と
な
る
重
要
な
調
査
で
す
。

　

1
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん
で

い
る
方
に
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の

で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
調
査
票
な
ど
の
内
容
は
、
統
計
法

に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問
役
場
企
画
政
策
課
広
報
調
査
係

☎
４
６
２
・
９
９
６
８

環
境
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

1
月
11
日
㈷
は
、
通
常
ど
お
り
燃

や
せ
る
ご
み
を
収
集
し
ま
す
。
朝
8

時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
住
民
環
境
課

☎
４
６
２
・
９
９
６
３

東
京
立
山
会
、

関
西
立
山
会
会
員
募
集

　

町
出
身
者
は
も
ち
ろ
ん
、
立
山
に

ゆ
か
り
の
あ
る
、
興
味
の
あ
る
方
で

も
入
会
で
き
ま
す
。

問
東
京
立
山
会
（
石
原
会
長
）

☎
０
３
・
３
４
９
８
・
３
３
１
１

問
関
西
立
山
会
（
筒
井
会
長
）

☎
０
７
８
・
７
４
３
・
０
４
４
８

第　

回
狩
猟
免
許
試
験

期
日　

2
月
26
日
㈮

場
所　

県
民
会
館

申
込
締
切　

2
月
16
日
㈫

問
県
自
然
保
護
課

☎
４
４
４
・
３
３
９
７

年金だより
■国民年金の加入手続きを
　国民年金は、日本に住む 20～60歳のすべての方
が加入することになっています。
　国民年金の被保険者は次の3種類です。
▶第1号被保険者／自営業者、学生、フリーターなど
▶第2号被保険者／厚生年金保険や共済組合加入者
▶第 3号被保険者／第 2号被保険者に扶養されてい
る配偶者
　第1号・第3号被保険者に該当する方は、20歳になっ
たら忘れずに加入手続きをしましょう。
■源泉徴収票は大切に
　平成 21年中に老齢または退職を支給事由とする年
金を受けられた方に「平成 21年分公的年金等の源泉
徴収票」が日本年金機構から1月末日までに送付され
ます。
　この源泉徴収票は、平成 21年中に支払われた年金
額、年金から差し引かれた所得税額、介護保険料額な
どをお知らせするもので、確定申告を行う際に必要と
なりますので大切に保管してください。
※死亡された方には源泉徴収票は送付されません。
※遺族年金や障害年金は、非課税のため源泉徴収票は
発行されません。
問魚津年金事務所☎0765－24－1494

　災害発生時の被災者や物資の緊急輸送に利用できる防災
広場が、11月に東峯地内の東峯地区集落センター前に完
成しました。国の交付金を活用し、総事業費約1,700万円
で約 2,300㎡の広場を舗装整備し、照明 2基が設置され
ました。緊急時にはヘリポートとしても利用できます。
　また、整備に合
わせて「立山町立
東峯小学校跡地」
と刻まれた石碑が
広場内に建立され
ました。

東峯地内に防災広場が完成

1

2

1415



編
集
と
発
行
／
富
山
県
中
新
川
郡
立
山
町

広
報
た
て
や
ま
　
平
成
22
年
1
月
号
　
通
巻
673

号
（
毎
月
1
回
1
日
発
行
）　
昭
和
29
年
1
月
10
日
第
1
号
発
行

〒
930－

0292富
山
県
中
新
川
郡
立
山
町
前
沢
2440

番
地

☎
0
7
6
－
4
6
3
－
1
1
2
1
　
℻
0
7
6
－
4
6
3
－
1
2
5
4

ち
ょ
っ
と
一
息

▼
県
畜
産
共
進
会
で
最
高
賞
を
受
賞

し
た
黒
毛
和
牛
の
霜
降
り
ロ
ー
ス
を

町
内
の
食
肉
店
で
購
入
し
、
家
で
す

き
焼
き
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。
や
わ

ら
か
く
て
味
は
格
別
で
し
た
。
▼
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
立
山
は
有
名
だ
か

ら
『
立
山
牛
』
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ

る
」
と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
強
調
さ
れ
た

柏
さ
ん
。
こ
の
思
い
が
現
実
の
も
の

に
な
る
よ
う
、
立
山
町
民
と
し
て
応

援
し
ま
す
。（
た
つ
よ
し
）

 

ふ
る
さ
と
納
税
〜
11
月
受
付
分
〜

●
東
京
都　
　

佐
伯　

立
麿
様

●
千
葉
県　
　

坂
木　

達
也
様

 

環
境
保
全
基
金

●
１
５
０
円　生

ご
み
堆
肥
化
協
力
金

●
３
１
１
円　

桜
募
金

善
意
銀
行
〜
11
月
受
付
分
〜

●
5
万
円　

松
島　

恵
一
様

●
10
万
円　

堀　

多
美
様

●
２
７
７
円　

匿
名

●
5
万
円　

倉
本　

茂
様

●
10
万
円　

有
馬　

敏
夫
様

●
10
万
円　

段　

與
詩
文
様

●
3
万
円　

森
井　

忠
昭
様

●
5
万
円　

田
村　

進
様

●
10
万
円　

石
坂　

由
紀
子
様

●
2
万
円　

小
池　

寛
人
様

●
７
，
２
２
５
円　

　
　

前
沢
7
区
の
1
町
内
会
様

●
5
万
円　

村
木　

義
春
様

●
２
０
１
円　

匿
名

―

受
賞
さ
れ
て
の
お
気
持
ち
を

　

肉
質
や
光
沢
、
サ
シ
の
入
り

具
合
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
う
れ

し
い
で
す
。

―

畜
産
業
を
営
む
き
っ
か
け
は

　

高
校
を
卒
業
後
、
専
門
学
校

を
経
て
、
自
動
車
整
備
工
場
で

働
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

太
陽
の
下
で
働
き
た
い
と
い
う

気
持
ち
と
親
の
勧
め
が
あ
り
、

25
歳
の
と
き
に
畜
産
農
家
に
な

り
ま
し
た
。

―

仕
事
内
容
は

　

牛
舎
に
は
繁
殖
用
の
雌
牛
が

１
０
０
頭
、
子
牛
が
70
頭
、
肥

育
牛
が
7
頭
い
ま
す
。

　

日
の
出
と
と
も
に
起
き
て
、

約
2
時
間
か
け
て
餌
や
り
を
行

い
ま
す
。昼
間
は
牛
舎
の
掃
除
、

病
気
や
け
が
を
し
た
牛
の
治
療

な
ど
を
行
い
、
夕
方
に
餌
を
や

り
１
日
が
終
わ
り
ま
す
。
こ
の

作
業
が
毎
日
続
き
ま
す
。

―

牛
の
放
牧
に
つ
い
て

　

毎
年
5
月
か
ら
10
月
ま
で
、

城
前
牧
場
や
耕
作
放
棄
地
で
繁

殖
用
の
雌
牛
約
50
頭
を
放
牧
し

ま
す
。
牛
舎
に
戻
し
た
後
、
12

月
か
ら
1
月
に
か
け
て
出
産
を

迎
え
ま
す
が
、
放
牧
に
よ
っ
て

足
腰
が
丈
夫
に
な
り
、
出
産
が

安
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
自
然
の
中
で
の
び

の
び
と
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
雌
牛
は
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
元
気

な
子
牛
を
産
む
秘
け
つ
で
す
。

―

平
成
24
年
に
開
か
れ
る
全
国

和
牛
共
進
会
に
向
け
て

　

牛
の
繁
殖
を
中
心
に
行
っ
て

い
ま
す
が
、
肥
育
す
る
力
も
試

し
た
い
と
い
う
思
い
で
、
平
成

19
年
に
鳥
取
県
で
開
か
れ
た
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
に
県
代
表

と
し
て
黒
毛
和
牛
を
出
品
し
ま

し
た
。
優
等
賞
の
上
位
30
位
以

内
に
入
り
、
肉
の
格
付
け
は
最

高
ラ
ン
ク
、
霜
降
り
度
も
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

血
統
の
よ
い
牛
を
残
し
て
種

付
け
し
、
い
か
に
い
い
子
牛
を

産
ま
せ
る
か
が
勝
負
で
す
。
現

在
は
父
が
種
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
将
来
的
に
は
自
分
が

取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
い
い
子
牛
を
産
ま
せ
、
い

い
肉
質
に
仕
上
げ
て
、
共
進
会

で
は
前
回
以
上
の
成
績
を
残
し

た
い
で
す
。

―

父
と
弟
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

父
は
、
昔
か
ら
勉
強
熱
心
で

す
。
お
互
い
の
よ
い
と
こ
ろ
を

尊
重
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

弟
は
、
朝
日
町
の
農
場
で
一

生
懸
命
研
修
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
畜
産
に
は
基
本
的
な
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
先
は
自
分
で
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
責
任
感
と
自
分

を
信
じ
る
強
い
気
持
ち
を
持
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

―

家
族
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

仕
事
が
忙
し
い
中
で
、
家
事

や
子
ど
も
の
面
倒
を
見
て
く
れ

る
妻
に
は
頭
が
上
が
り
ま
せ

ん
。
今
度
、
泊
ま
り
が
け
の
旅

行
に
連
れ
て
行
っ
て
、
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
た
い
で
す
。

　

12
月
に
は
3
人
目
の
子
ど
も

が
生
ま
れ
、
家
族
が
活
気
づ
い

て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
幸
せ
な

家
庭
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

―

今
後
の
抱
負
を

　
「
こ
れ
だ
け
や
っ
て
駄
目
な

ら
あ
き
ら
め
が
つ
く
」
ま
で
や

ら
な
い
と
納
得
で
き
な
い
性
格

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
愛
情
を

持
っ
て
牛
を
育
て
ま
す
。

柏 泰誠（かしわ・たいせい）
PROFILE
1978年 9月生まれ。谷口小学校、上東中学
校、雄山高校を卒業。父の篤さん、弟の慶太
さんとともに四谷尾で畜産業を営んでいる。
12月に県内の畜産農家による肉牛や枝肉の
品質を競う県畜産共進会で、泰誠さんが出品
した肥育牛が最高賞の和牛優等賞一席を受賞
した。現在は妻と子どもの 5人で暮らして
いる。四谷尾在住。

柏さんからミルクをもらう生後10日の子牛。
体を冷やさないよう、妻の藍さんが制作した
手作りの服を着用しています

第8回 柏 泰誠さん（畜産農家） 
町在住や町出身で頑張っている人、団体などを紹介します立

た て や ま

山魅
み り ょ く

力人
び と
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